
植栽密度の遣いが全天日射量と植栽表面温度の関係に与える影響

山本 奈美 ･川島 茂人 ･渡連 達三

1.研究の目的

特に夏季に問題とされる都市の熱環境の悪化に

対する一つの改善策として屋上線化が挙げられる｡

山本ほか (2004)は､2002年8月の降雨日翌日か

ら連続観測を行い､土壌マットが乾燥 していく過

程において､異なる植生被覆 ･潅水の有無による

熱負荷緩和効果の差異と､その原因を熱収支 ･蒸

発散量を含む観測結果に基づいて考察した｡しか

しながら､気象条件の変動が植栽の温度変化に与

える影響についての検討は不十分であった｡

そこで本研究では､2002年8月の無降水日に得

られた実験結果をもとに､屋上面に熱を与える気

象要素である全天日射量と屋上面から大気への熱

負荷評価指標 となる植栽表面温度との関係を明ら

かにすることを目的とした｡

2.実験と解析方法

実験の概要を図1に示す｡植栽基盤として､榔

子殻の粉末とチップを混入 したレキ状の土壌盤

｢郁子殻成形培土平板｣(クレアテラ製)を用いた｡

植物は屋上緑化に多用されるメキシコマンネング

サ (SedumMexicanumBritton)を用いた｡植物の

植栽は2002年5月上旬に行い､植栽後､植物は順

調に生長し､実験時の草丈は約20cmであった｡

本実験では､土壌マットに占める植物の平面上

の面積割合を用いて植被率を求め､それを植栽密

度の指標 とし､3つの実験区を設定 した｡ なお､

潅水は行わないこととした｡

1)無植栽区 :植栽なし

2)疎植栽区 :植被率30%

3)密植栽区 :植被率80%

実験場所は東京都文京区にある東京大学農学部

1号館 (地上3階建)の屋上 とし､測定期間は

2002年8月13日から8月17日までとした｡全天

日射フラックスは5秒間隔で計測 し､1時間平均

値を得た｡また､各植栽ユニットの中央付近の土

壌面及びメキシコマンネングサの表面の温度はT

型熱電対を用いて5秒間隔で計測 し､1時間平均

値を得た｡ここで得られた値を､土壌と植物の面

積割合により (1)によって重みづけして各植栽

ユニット全体の表面温度とした｡

無植栽区 0% 疎植栽区 30% 密植栽区 80%
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図1 各実験区の植被率と実際の様子

実験区の規模 :縦×横×土厚=120×120×10(cm)
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T=Ⅴ×Tv+(1-Ⅴ)×Ts (1)

ここで､Tは各植栽ユニット全体の表面温度

(℃)､Vは1を最大値とした植物の植被率､Tvは

植物の表面温度 (℃)､Tsは土壌の表面温度 (℃)

である｡

3.結果と考察

全天 日射量の1時間平均値を図2に示す｡8月

13日から16日にかけては､晴天日が続き､6時頃

から値が上昇 し､13時にピークに達 し､その後

19時には10W ･m-2以下となる日変化が見 られた｡

しかし8月17日は曇天日で､晴天日のような正午

頃の明瞭など-クは見られなかった｡

各植栽区の平均表面温度を図3に示す｡仝植栽

区の温度変化において､全天日射量の日変化と非

常に良く連動 した温度変化が見られた｡6時頃か

ら急激に温度が上昇 し始め､12時-14時に最高
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温度に達 し､その後19時～6時頃にかけてゆるや

かに温度が低下 した｡ 特に無植栽区については､

全天日射量の細かな時間変化に応答 した温度変化

が見られた｡全天日射量 と各植栽区の表面温度の

相関係数 (n=120)を求めた結果､無植栽区で

0.949､疎植栽区で0.948､密植栽区で0.935であ

った｡また､日中の温度上昇については､無植栽

区の場合が最も高温になりやす く､1日の温度変

化が激 しかった｡一方､疎植栽区や密植栽区の場

合は､無植栽区に比べて日中の温度上昇が低 く抑

えられ､特に8月13日や8月16日は植栽密度の差

異による最高温度の差が明瞭であった｡ しか し､

曇天日であった8月17日には3つの植栽区の温度

差は1日を通 して小さかった｡

4.まとめ

以上のことから､屋上付近の大気への熱負荷の
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図2 1時間平均値の全天日射量
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図3 各実験区の平均表面温度
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指標 となる植栽ユニット全体の表面温度は､日中

の全天日射量の増減と高い正の相関関係にあるこ

とが分かった｡ また､植生の被覆率が低いほど､

全天日射量の増減と連動 した日中の温度上昇量が

大きいことが分かった｡
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